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新たな新嵐山
スカイパークのあり方
全議員で集中議論

Ｒ５末までの収支見通し、
信憑性が低いと判断

　町は、本年７月12日に、「新型コロナウイルス感染症（以下「コロナ」という。）」
などの影響により、新嵐山スカイパークの指定管理事業者である「めむろ新嵐山
株式会社（以下「会社」という。）」が債務超過となり、資金繰りがひっ迫し危機的
状況である実態を「現状」、「対応案」、「新たな在り方について」にまとめて、議会
に提示した。
　議会ではこの事態の緊急性と重要性を鑑み、７月臨時会議（７月28日）において、
全会一致で特別委員会の設置を議決した。その後、１か月半という短い期間の
中で、４回の委員会を精力的に開催し、４つの視点 <①現行経営方針（財産の
定義、事業の目的、成果と課題）、②経営方針を変更する背景と理由（不可抗力
と過失の区分含む）、③町の資金支援計画（支援時期及び支援金額）、④経営方針
変更の手順とスケジュール >で調査を重ねた。
　これらを踏まえ、９月定例会議（９月21日）では、町から会社に対し5，２０
０万円を追加支援する補正予算が提案されたが、議会は賛成少数（賛成４・反
対11）で否決した。採決前に賛否それぞれの討論はあったが、コロナの影響を
加味したとしても、健全とはいえない会社経営への警鐘は共通した強い指摘で
あり、かつ、今年度末（令和６年３月）まで会社に経営を委ねた際の収支計画も
信憑性が乏しく、施設利用者等への影響は回避できない苦渋の思いはありつつも、
町財政の支出を見極めるべき決断に至った。
　第５回特別委員会（９月29日）において、議会の総意は新嵐山スカイパークを
廃止することが目的ではなく、町が提示した「新嵐山スカイパークの今後につ
いて～新たなあり方について（令和５年７月12日）」の各事項については、継続
して検討し取り進め、「貴重な財産を守り健全に継承するとともに、新たな新嵐
山スカイパークを創出すること」として全会一致となったことから、以下のと
おり提言するものである。

記
１　�検討にあたっては、町民の声を幅広く聴き、「新嵐山スカイパーク自分ごと

化会議」からの提言等を尊重し、反映させること。

２　�検討にあたっては、持続可能な運営を目指し、町全体の財政に支障を来さ
ぬよう、芽室町中期財政計画等との整合性を十分に精査した予算編成及び
経費執行を前提とすること。

新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　
　
　

経
営
改
革
調
査
特
別
委
員
会

□ 収　入

宿 舎 部 門
・予算対比138％目標設定
・2,430万円→3,360万円（宿泊事業強化）

スキー部門
・予算対比106％目標設定
・350万円→580万円（長ぐつプログラム強化）

キャンプ場部門
・予算対比108％目標設定
・０円→850万円（冬季キャンプ）

□ 支　出

経 費 ・予算対比108％見込み

□ 収入－支出

収 支
・約80万円利益見込み
※�物価上昇によるリスク支援1,758万8千円
の収入を別途含む収支
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今後の新嵐山活用に向けて
議会の意思を町へ提言-

　

第
４
回
委
員
会
で
は「
令
和
５
年
度
下
半
期
の
収
支
予
算
計
画
」

を
中
心
に
調
査
を
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
３
回
特
別
委
員

会（
８
月
21
日
開
催
）に
お
い
て
、
５
，
２
０
０
万
円
の
追
加
支

援
の
是
非
を
判
断
す
る
上
で
、
こ
れ
以
上
の
新
た
な
支
出
の
有

無
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
す
る
目
的
で
す
。

　

町
か
ら
は
新
た
な
改
善
策
と
し
て
、
ス
キ
ー
営
業
の
経
費
削

減
の
た
め
、
ナ
イ
タ
ー
営
業
と
第
２
リ
フ
ト
を
休
止
し
、
電
気

料
金
と
人
件
費
合
わ
せ
て
約
１
，
３
０
０
万
円
を
削
減
、
最
終

的
な
経
常
利
益
約
80
万
円
を
見
込
ん
だ
収
支
計
画
の
提
示
が
あ

り
ま
し
た
が
、
判
断
材
料
不
足
に
よ
り
議
員
の
理
解
は
得
ら
れ

な
い
ま
ま
調
査
は
終
了
し
ま
し
た
。

「新たな新嵐山スカイパークのあり方」に係る提言書

9/5
第４回

特別
委員会

9/29
第５回

特別
委員会

町が示した R5中の収支改善等の主なポイント

　

９
月
21
日
に
再
開
し
た
９
月
定
例
会
議
に

お
い
て
、
議
会
は
町
が
提
案
し
た
め
む
ろ
新

嵐
山
株
式
会
社
の
運
営
に
対
す
る
追
加
支
援

金
と
し
て
の
補
正
予
算
５
，
２
０
０
万
円
を

賛
成
少
数（
賛
成
４
・
反
対
11
）で
否
決
し
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
議
会
で
は
、
早
急
に
議
会
と
し

て
の「
新
た
な
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
の
あ

り
方
」を
整
理
す
べ
き
こ
と
か
ら
、
第
５
回

特
別
委
員
会
を
開
催
し
全
議
員
の
意
思
を
確

認
す
る
た
め
に
、
四
時
間
の
時
間
を
費
や
し

て
議
会
の
意
思
を「
提
言
書
」に
ま
と
め
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
、「
提
言
書
」は
10
月
２
日
に

鈴
木
健
充
委
員
長（
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク

経
営
改
革
調
査
特
別
委
員
会
）か
ら
手
島
町

長
に
提
言
書
を
手
交
し
、
町
と
密
に
連
携
し

な
が
ら
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
共
有
し

た
と
こ
ろ
で
す
。（
Ｐ
２
参
照
）

10月２日に鈴木特別委員会委員長から手島町長に提言書を手交
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
９
月
定
例
会
議
」「
９
月
補
正
予
算
」「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ 

討
論
」



ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
討
論

　討論とは、議員
が自分の賛否の意
見を表明し、その
理由を述べること
で他の議員を自分
の意見に賛同させ
ることを目的に行
います。

伊い

藤と
う　
　

稔
み
の
る 

委
員

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
等
の
来
訪
動
機
に
な
る
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
や
客
単
価
を
上
げ
て
も
客
数

が
上
が
ら
な
い
経
営
で
収
益
の
改
善
が
望
め
な

く
、
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
方
向
に
行
く
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

橋は
し

本も
と　

和か
ず

仁ひ
と 

委
員

　
「
人
員
削
減
も
な
い
人
件
費
率
９
割
超
え
の
高
い
経
営
」、

「
令
和
５
年
度
決
算
見
込
み
の
ス
キ
ー
場
部
門
の
収
入

の
数
字
の
根
拠
薄
弱
」、「
単
年
度
決
算
に
し
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
累
積
赤
字
５
，
１
７
８
万
円
へ
の
疑
義
」

の
３
点
か
ら
、
今
後
の
税
金
投
入
は
許
さ
れ
ず
、
今
後

本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
に
大
切
な
税
金
を
充
て
る

べ
き
と
考
え
る
。

渡わ
た

辺な
べ

洋よ
う

一い
ち

郎ろ
う 

委
員

　

今
回
提
案
の
支
援
金
が
入
ら
な
け
れ
ば
、

会
社
は
事
実
上
の
倒
産
と
な
り
、
町
民
で
あ

る
会
社
従
業
員
の
未
払
い
賃
金
が
発
生
、
取

引
先
へ
の
未
払
い
、
学
校
の
ス
キ
ー
授
業
や
、

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
町

民
や
関
連
会
社
、
関
係
機
関
等
に
甚
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
、
町
へ
の
信
頼
も
大
き
く
崩
れ
る
。

小お

笠が
さ

原わ
ら　

等
ひ
と
し 

委
員

　

新
嵐
山
は
町
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
町
民
フ
ァ

ー
ス
ト
と
し
て
の
利
用
を
大
切
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

特
別
委
員
会
で
の
調
査
に
お
い
て
、
町
か
ら
は
そ
の
理

念
が
明
確
に
示
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
、
経
費
の
執
行
に
あ

た
っ
て
も
、
一
般
の
民
間
の
発
想
を
遥
か
に
超
え
た
、

経
営
の
原
点
を
逸
脱
し
た
貴
重
な
税
の
使
い
方
で
あ
り
、

こ
れ
以
上
の
、
投
資
は
住
民
に
説
明
で
き
る
範
囲
を
超

え
て
い
る
も
の
と
と
ら
え
る
。

反対

中な
か

村む
ら　

和か
ず

宏ひ
ろ 

委
員

　

追
加
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
の
新
嵐
山
に
と
っ
て
生

き
た
支
援
と
な
る
の
か
、
令
和
５
年
度
の
予
算
計
画
、

事
業
見
直
し
内
容
も
示
さ
れ
た
が
や
は
り
不
安
を
払

拭
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
、
少
し
だ
け「
立
ち
止
ま
る
」

こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。
そ
し
て
早
急
に
町
も
議
会
も

町
民
の
方
々
と
し
っ
か
り
議
論
を
し
、
思
い
を
集
め
た「
再

生
新
嵐
山
」を
み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

立た
ち

川か
わ　

美み

穂ほ 

委
員

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
漫
然
と
行
わ
れ
る
支
援
や
安
易
な

支
援
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
公
的
支
援
の
上
限
や
期

間
、
支
援
打
ち
切
り
要
件
な
ど
を
取
り
決
め
る
べ
き
と

こ
ろ
、
町
と
受
託
会
社
と
の
間
で
は
そ
れ
が
不
十
分
で

あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
正
は
、
債
務
の
損
失
補
償
に
充

当
さ
れ
、
債
務
に
つ
い
て
損
失
補
償
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
国
の
指
針
と
は
乖
離
す
る
行
為
に
当
た
る

も
の
で
あ
る
。

反対反対

反対

反対

常
じ
ょ
う
つ
う通　

直な
お

人ひ
と 
委
員

　

め
む
ろ
新
嵐
山（
株
）と
は
令
和
６
年
3
月
ま
で
が

指
定
管
理
契
約
期
間
で
あ
り
、
先
日
の
特
別
委
員
会

で
収
支
計
画
見
直
し
案
を
示
し
、
さ
ら
に
収
支
改
善

を
目
指
す
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
ま
た
、
契
約
期
間

中
の
年
度
途
中
で
営
業
停
止
・
倒
産
と
な
っ
た
場
合
の

町
内
経
済
へ
の
影
響
も
も
ち
ろ
ん
の
事
・
会
社
清
算
後

の
新
し
い
運
営
体
形
に
も
大
き
な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

主
な
内
容

●一般会計補正予算（歳出）
項 目 金　　　額 主な使いみち
議 会 費 29万円 先進地事務調査
総 務 費 1,268万1千円 飼料価格高騰緊急対策支援金
民 生 費 5,034万5千円 児童発達支援給付事業
衛 生 費 172万円 簡易水道特別会計繰出金
農林産業費 1億3,457万2千円 畑作構造転換事業、農業生産振興対策事業
商 工 費 1,093万2千円 新嵐山スカイパーク運営支援事業
土 木 費 3,355万3千円 公営住宅維持管理事業
教 育 費 1,253万5千円 全国・全道中学校文化体育大会助成金
諸 支 出 金 15万5千円 財政調整基金積立金
職 員 費 22万8千円 正職員手当等
予 備 費 464万円
合 計 2億6,165万1千円

●特別会計、事業会計補正予算
項 目 金　　　額 主な使いみち
国民健康保険特別会計 ▲5,848万3千円 国民健康保険税
後期高齢者医療特別会計 227万4千円 後期高齢者医療保険料
介護保険特別会計 1,538万1千円 過年度介護給付費負担金返還金
地域開発事業特別会計 397万1千円 新東工業団開発基本構想策定委託料
簡易水道特別会計 125万1千円 修繕費
上水道事業会計 0千円 修繕費

※一般会計は初日（１日）と最終日（26日）の議決総額

●９月定例会議における提案議事の内訳●

菊き
く

池ち　

秀ひ
で

明あ
き 

委
員

　

新
嵐
山
か
ら
町
民
の
心
が
離
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
、
今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
今
す
ぐ

に
で
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
、
行
政
と
議
会
と
町
民

が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
新
嵐
山
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
、
新
嵐
山
に
係
る
全
て
の
人
々

が
誇
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
。
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新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
へ
の
指
定
管
理

業
務
支
援
金（
５
，１
７
８
万
８
千
円
）

の
補
正
予
算
案
を
否
決（
討
論
は
Ｐ
５
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
）

次
の
ペ
ー
ジ
は「
令
和
４
年
度　

決
算
審
査
」

●
行
政
報
告

　

町
長
か
ら
８
月
21
日
の
大
雨
に
よ
る

被
害
と
対
応
に
つ
い
て
、
農
業
、
道
路

関
係
で
洗
掘
等
の
被
害
が
あ
っ
た
こ
と

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
災
害
復
旧

に
係
る
費
用
は
、
専
決
処
分
に
よ
り
補

正
予
算
が
編
成
さ
れ
、
受
理
し
ま
し
た
。

●
任
命
同
意

　

９
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
る
教
育

委
員
会
委
員
の
再
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
意
見
書
案

　
「
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
」な
ど
２
件

の
意
見
書
は
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
、
同
日
付
で
衆
議
院
議
長

な
ど
に
提
出
し
ま
し
た
。

●
選
挙

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

は
、
議
長
に
よ
る
指
名
推
選
と
し
て
、

７
名
全
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
議（
１
日
、
21
日
及
び
26
日
）に
提
案
さ
れ
た
各
会
計
補
正
予
算
は
、
予

算
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
審
議
し
、
21
日
提
案
分
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
。
そ
の
後
の
本
会
議
で
否
決
し
ま
し
た
。（
21
日
提
案
分
以
外
は
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
そ
の
後
の
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。）

９月
定例会議

９月
補正予算

全
40
件
の
審
議
・
報
告
等
を

日
程
ど
お
り
完
了

賛成 賛成

反対

　

９
月
１
日
に
開
会

し
た
９
月
定
例
会
議
は
、

21
日
、
22
日
の
一
般
質
問
を
経
て
、
９

月
26
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
令
和
4
年

度
会
計
の
決
算
認
定
や
条
例
改
正
の
ほ

か
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
の
詳
細
は
次
号（
11
月
号
）

に
掲
載
し
ま
す
。

　

行
政
報
告　
　
　
　
　

２
件

　

任
命
同
意　
　
　
　
　

１
件

　

決
算
認
定　
　
　
　
　

９
件

　

報
告　
　
　
　
　
　
　

４
件

　

剰
余
金
処
分　
　
　
　

１
件

　

訴
え
の
提
起　
　
　
　

１
件

　

契
約
締
結　
　
　
　
　

２
件

　

町
道
認
定
・
廃
止　
　

１
件

　

条
例
改
正　
　
　
　
　

２
件

　

規
約
変
更　
　
　
　
　

１
件

　

財
産
取
得　
　
　
　
　

１
件

　

補
正
予
算　
　
　
　
　

９
件

　

意
見
書
案　
　
　
　
　

３
件

　

陳
情　
　
　
　
　
　
　

２
件

　

選
挙　
　
　
　
　
　
　

１
件



次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
ど
う
活
か
さ
れ
た
？
私
た
ち
の
お
金
! !
」「
９
月
の
委
員
会
活
動
報
告
」「
賛
成
×
反
対 

討
論
」

４
日
間
の
審
査
を
実
施

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
令
和
４

年
度
一
般
会
計
、
５
特
別
会
計
、

３
事
業
会
計
の
決
算
は
、
9
月
11

日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
計
を
細
か
く
審
査

　

審
査
は
、
会
計
ご
と
に
行
わ
れ
、

適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
、
不

用
額
は
妥
当
で
あ
る
か
、
事
業
の

成
果
は
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
細
か

く
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
す
べ
て
の
会
計
を
一

括
し
た
討
論
が
行
わ
れ
、
電
子
表

決
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
に
よ
り「
認
定
す
べ
き

も
の
」と
決
定
し
ま
し
た
。

決
算
は
本
会
議
で
最
終
採
決

　

９
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

会
計
ご
と
に
採
決
を
行
い
、
す
べ

て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

※�

主
な
質
疑
、
討
論
は
８
ペ
ー
ジ
、

９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令和４年度　決算審査
一般会計、５特別会計、３事業会計を審査

すべての会計決算を認定
国庫支出金
15億492万円 11.2%

各種交付金 6億1,593万円 4.6%
地方譲与税 3億1,591万円　2.4%

町債
6億7,558万円
5.0%

道支出金
10億5,020万円 7.8%

地方交付税
37億9,370万円
28.3%

40.7%

59.3%

繰越金 6億7,033万円 5.0%

財産収入・
寄附金・
繰入金　

4億9,086万円 3.7%

諸収入 4億9,775万円
3.7%

負担金・使用料・手数料 4億1,690万円 3.1%

収入
（歳入）

自
主

財

源

依

存

財

源

町税 33億9,411万円 25.3%

災害復旧費  7,040万円　0.5%
その他　1億2,865万円　1.0%
消防費　4億4,943万円　3.5%
商工費　5億7,482万円　4.5%

公債費
9億5,208万円　7.4%

教育費
12億1,576万円

9.4%

教育費
12億1,576万円

9.4%

土木費　13億5,685万円　10.5%土木費　13億5,685万円　10.5%

民生費
26億7,312万円
20.8%

民生費
26億7,312万円
20.8%

職員費
15億8,541万円
12.3%

職員費
15億8,541万円
12.3%総務費

8億9,650万円
7.0%

総務費
8億9,650万円
7.0% 衛生費

18億1,900万円
14.1%

衛生費
18億1,900万円
14.1%

農林産業費
11億6,039万円

9.0%

農林産業費
11億6,039万円

9.0%

支出
（歳出）

一般会計の歳出総額　128億8,241万円一般会計の歳出総額　128億8,241万円

177177億億77,,935935万円万円
令和４年度 令和３年度 増減額

総　額 128億8,241万円 150億5,931万円 ▲21億7,690万円

民 生 費 26億7,312万円 26億510万円 6,802万円

農林産業費 11億6,039万円 15億6,671万円 ▲4億632万円

職 員 費 15億8,541万円 15億4,944万円 3,597万円

衛 生 費 18億1,900万円 26億6,429万円 ▲8億4,529万円

総 務 費 8億9,650万円 15億2,213万円 ▲6億2,563万円

教 育 費 12億1,576万円 14億4,560万円 ▲2億2,984万円

土 木 費 13億5,685万円 12億2,422万円 1億3,263万円

公 債 費 9億5,208万円 11億4,505万円 ▲1億9,297万円

商 工 費 5億7,482万円 5億9,920万円 ▲2,438万円

消 防 費 4億4,943万円 3億8,190万円 6,753万円

そ の 他 1億2,865万円 3億1,291万円 ▲1億8,426万円

災害復旧費 7,040万円 4,276万円 2,764万円

令和４年度 令和３年度 増減額

総　額 134億2,619万円 157億2,965万円 ▲23億346万円

町 税 33億9,411万円 32億3,162万円 1億6,249万円

諸 収 入 4億9,775万円 5億1,381万円 ▲1,606万円

負担金・使用料・手数料 4億1,690万円 4億4,974万円 ▲3,284万円

繰 越 金 6億7,033万円 5億1,048万円 1億5,985万円

財産収入・寄附金・繰入金 4億9,086万円 7億4,439万円 ▲2億5,353万円

地方交付税 37億9,370万円 38億8,552万円 ▲9,182万円

道支出金 10億5,020万円 10億4,541万円 479万円

町 債 6億7,558万円 20億7,831万円 ▲14億273万円

国庫支出金 15億492万円 23億2,025万円 ▲8億1,533万円

各種交付金 6億1,593万円 6億3,389万円 ▲1,796万円

地方譲与税 3億1,591万円 3億1,623万円 ▲32万円

ごみ処理や病気予防などに

101,151円
（147,060円）

借入金返済に

52,943円
（63,203円）

高齢者や児童の福祉などに

148,647円
（143,793円）

情報化推進などに

49,853円
（84,017円）

河川・道路・
公園の整備などに

75,452円
（67,573円）

産業振興などに

96,492円
（119,551円）

学校・公民館・体育館
などに

67,606円
（79,792円）

消防・救急活動などに

24,992円
（21,080円）

職員費に

88,162円
（85,524円）

その他に

7,154円 
（17,272円）

災害復旧などに

3,915円
（2,360円）

町民１人当たりの支出  町民１人当たりの支出       716,366716,366円円（831,225円）（831,225円）

町民１人当たりの貯金　町民１人当たりの貯金　約約171,000171,000円円（約159,000円）（約159,000円）

町民１人当たりの借金　町民１人当たりの借金　約約730,000730,000円円（約737,000円）（約737,000円）

※令和５年３月31日現在の人※令和５年３月31日現在の人
　口17,983人で算出。　口17,983人で算出。
※（　）内の数字は令和３年度※（　）内の数字は令和３年度
　決算の額　決算の額

特別会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

国民健康保険 25億2,225万円 22億991万円

後期高齢者医療 3億1,190万円 3億1,079万円

介 護 保 険 20億4,636万円 19億4,889万円

地域開発事業 4,706万円 3,667万円

簡 易 水 道 3億9,344万円 3億9,068万円

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

一 般 会 計 134億2,619万円 128億8,241万円

事業会計

会計名 歳入（収入） 歳出（支出）

下 水 道 7億4,346万円 7億8,431万円

上 水 道 5億4,339万円 4億6,583万円

公立芽室病院 27億4,413万円 21億9,607万円

※事業会計は収益的収支を掲載しています。

一般会計と一般会計と
特別会計の歳出特別会計の歳出



反
対

賛
成×
討
論

　

３
日
間
の
決
算
に
対
す
る
質
疑
を
終
え
、
議
員
個
人
が
決
算
に
対
し「
反
対（
認
定

し
な
い
）」「
賛
成（
認
定
す
る
）」を
表
明
す
る
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
反
対
の
立
場
で
１
人
、
賛
成
の
立
場
で
３
人
が
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

※
９
件
の
議
案
を
一
括
し
て
討
論
す
る
た
め
、
議
案
の
う
ち
１
件
で
も
反
対
要
素
が

あ
れ
ば
、
反
対
の
立
場
で
の
討
論
と
な
り
ま
す
。

　討論とは、議員
が自分の賛否の意
見を表明し、その
理由を述べること
で他の議員を自分
の意見に賛同させ
ることを目的に行
います。

渡わ
た

辺な
べ

洋よ
う

一い
ち

郎ろ
う 

委
員

　

第
１
に
、
国
に
公
費
負
担
を
求
め
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
引
下

げ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
第
２
に
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
年
収
２
０
０

万
円
以
上
の
方
の
医
療
費
の
窓
口
２
割

負
担
の
中
止
を
国
に
求
め
る
こ
と
、
第

３
に
、
介
護
保
険
料
は
道
内
で
も
高
い

水
準
に
あ
り
、
国
に
対
し
て
こ
れ
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る
制
度
改

正
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
と
と
と

も
に
、
介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
求
め

る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

　

一
方
で
、
一
般
会
計
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
や
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
町
民
や
事

業
者
の
健
康
と
生
活
を
守
る
た
め
、
生

活
支
援
事
業
や
各
種
経
済
対
策
が
行
わ

れ
た
。
町
行
政
は
町
民
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
町
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
町
政
執

行
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

中な
か

田た　

智ち

惠え

子こ　

委
員

　

１
点
目
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
物
価
高
騰
対
策
の
推
進
を
評

価
す
る
。

　

２
点
目
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
病
院
事

業
を
評
価
す
る
。

　

３
点
目
、
登
校
に
困
難
を
抱
え
る
児

童
生
徒
へ
多
様
な
学
び
の
保
証
し
、
学
び

を
止
め
な
い
シ
ス
テ
ム
構
築
を
評
価
す
る
。

　

今
後
も
激
変
す
る
社
会
経
済
情
勢
や

財
政
状
況
を
的
確
に
認
識
し
、
前
例
に

捉
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
創
意
工
夫
を
重
ね
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、
芽
室
町
行
政
の

質
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。

菊き
く

池ち　

秀ひ
で

明あ
き 

委
員

　

物
価
高
騰
対
策
を
行
い
つ
つ
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
を
活
用
し
、
本

町
の
魅
力
を
町
外
へ
発
信
す
る
あ
ら
ゆ

る
事
業
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
大
き
く

評
価
す
る
。

　

将
来
負
担
比
率
の
動
向
な
ど
懸
念
材

料
は
あ
る
が
、
こ
の
一
年
で
整
備
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
、
今
後
の
町

の
強
み
と
し
て
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

機
構
改
革
か
ら
２
年
を
経
て
各
種
新

規
事
業
に
臨
み
、
継
続
事
業
も
新
た
な

枠
組
み
で
試
行
錯
誤
し
、
非
常
に
困
難

な
状
況
で
は
あ
っ
て
も
、
住
民
福
祉
の

向
上
、
芽
室
町
の
魅
力
向
上
へ
の
成
果

が
見
え
た
決
算
で
あ
る
。

　

決
し
て
余
裕
の
あ
る
財
政
状
況
で
は

な
い
が
、
今
後
も
町
民
の
声
に
応
え
、

限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
効
果
的
に
施
策

に
結
び
付
け
、「
ず
っ
と
輝
く
ま
ち
め
む
ろ
」

が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

立た
ち

川か
わ　

美み

穂ほ 
委
員

　

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
の
促
進
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

学
び
に
お
け
る
個
別
最
適
化
へ
の
環
境

が
向
上
さ
れ
た
。

　

不
登
校
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が

確
保
さ
れ
た
。

　

市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
総
合
計

画
審
議
会
参
画
に
よ
り
、
住
民
自
治
の

町
づ
く
り
へ
の
促
進
が
な
さ
れ
た
。

　

芽
室
ジ
モ
ト
大
学
に
よ
る
子
ど
も
と

地
域
住
民
の
連
携
事
業
で
は
相
乗
効
果

を
生
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

　

各
種
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に

よ
り
、
住
民
の
利
便
性
向
上
が
図
れ
た
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
化
へ
と
向
か
う

こ
れ
か
ら
の
縮
減
社
会
に
お
い
て
は
、

よ
り
一
層
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
根
拠
に
基
づ

い
た
政
策
立
案
）と
、
自
治
体
Ｄ�

Ｘ
に

よ
る
効
果
的
な
事
業
推
進
が
本
町
の
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
お
い
て
不
可
欠
で

あ
る
。

賛成

賛成

賛成

反対

９月 の委員会活動報告
（委員が執筆しています！）
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調
査
内
容

第
８
回　

９
月
14
日（
木
）

芽
室
町
農
村
滞
在
型
余
暇
活
動
機
能
整

備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●
道
内
で
は
農
家
の
経
営
多
角
化
に
よ

り「
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」や「
農
業
体
験

施
設
」な
ど
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
関
連
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。
芽
室

町
で
も
市
街
化
調
整
区
域
の
農
家
か
ら

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
関
連
施
設
の

建
設
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
都

市
計
画
法
の
規
制
に
よ
り
建
設
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

市
街
化
調
整
区
域
の
有
効
な
土
地
利
用

を
図
る
た
め
に
計
画
を
策
定
す
る
も
の

で
、
計
画
の
概
要
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補
正
予
算
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
会
白
書
」「
ホ
ッ
ト
ボ
イ
ス
」

ど
う
活
か
さ
れ
た
？

私
た
ち
の
お
金
‼
質疑数
158

審査時間

９時間
51分

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

問 

堀ほ
り

切き
り　
　

忠た
だ
し 

委
員

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
費
用

に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
？

答 

高
齢
者
支
援
課
長

　

費
用
対
効
果
と
い
う
観
点
だ

と
委
員
ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
同
じ
地
域
で
気
軽
に
通

え
る
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

◆
歳
入

問 

西に
し

尾お　

一か
ず

則の
り 

委
員

　

保
健
医
療
機
関
の
指
定
取
消

し
に
よ
る
未
収
金
の
今
後
の
見

通
し
は
？

答 

健
康
福
祉
課
長

　

引
き
続
き
関
係
市
町
村
と
情

報
共
有
し
、
返
還
を
求
め
て
い

く
。

◆
総
務
費

問 

鈴す
ず

木き　

健た
け

充み
つ 

委
員

　

町
内
会
の
加
入
率
が
低
下
し

て
い
る
状
況
で
、
自
治
振
興
報

償
費
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
直
し
を
含
め
て
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の
か
？ 堀切委員

◆
土
木
費

問 

木き

村む
ら　

淳あ
つ

彦ひ
こ 

委
員

　

郊
外
地
道
路
施
設
維
持
管
理

業
務
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

度
か
ら
民
間（
組
合
）に
委
託
し

て
い
る
が
、
組
合
の
加
盟
数
が

減
少
し
て
い
る
影
響
は
あ
る
の

か
？

答 

環
境
土
木
課
長

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
業
者
の

数
は
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
現

在
の
業
者
の
中
で
対
応
で
き
て

い
る
状
態
な
の
で
、
今
の
と
こ

ろ
支
障
は
な
い
。

◆
教
育
費

問 

中な
か

村む
ら　

和か
ず

宏ひ
ろ 

委
員

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、

学
校
側
か
ら
聞
い
て
い
る
課
題

は
？

木村委員

総
務
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

調
査
内
容

第
8
回　

9
月
６
日（
水
）

●「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・

負
担
金
2
分
の
１
へ
の
復
元
、「
30
人
以

下
学
級
」な
ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充

と
就
学
保
障
の
実
現
に
向
け
た
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
を
全
会
一
致
で

「
採
択
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
、
意
見

書
を
作
成
し
ま
し
た
。

●
健
康
福
祉
課
か
ら「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
」の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

問 

橋は
し

本も
と　

和か
ず

仁ひ
と 

委
員

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
の
課
題
等
は
？

答 

魅
力
創
造
課
長

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
明
確
に
打

ち
出
し
、
企
業
側
へ
の
提
案
、

ま
た
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
活

用
が
今
後
の
課
題
。

鈴木委員橋本委員

答 

魅
力
創
造
課
長

　

自
治
振
興
報
償
の
見
直
し
の

素
案
を
策
定
し
な
が
ら
、
町
内

会
連
合
会
と
協
議
を
進
め
る
。

答 

教
育
総
務
係
長

　

教
職
員
の
異
動
に
よ
り
、
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
自
体
を
使
っ

た
こ
と
が
な
い
、
ま
た
、
違
う

メ
ー
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
い
る
場
合
、
操
作
が
異
な
る

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
が
、
年

度
初
め
に
説
明
会
を
開
催
し
対

応
し
て
い
る
。

中村委員西尾委員



？
　議会白書とは、町民の皆さんに議会の活動を公表し、情報を共有することにより、
議会活動の活性化を図っています。議会白書

会議名
日時 休憩

時間
実質
時間 議　件 傍聴

人数
ネット

中継
アクセス数会議時間

本 会 議 9月定例会議

9月1日
0:55 1:02

１．専決処分について報告の件�
２．�芽室町選挙管理委員及び同補充員の選

挙について　他
3 (181)

9:30～11:27

9月21日

4:04 2:28
１．令和５年度芽室町一般会計補正予算
　　（第７号）�
２．一般質問３人�
　　（木村淳彦、菊池秀明、中田智惠子）�

15 (112)
9:30～16:02

9月22日
2:03 3:20 １．一般質問４人�

（中村和宏、堀切忠、渡辺洋一郎、正村紀美子） 15 247�
9:30～14:53

9月26日

0:35 0:58

１．令和４年度芽室町各会計決算認定の件�
２．�「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率
２分の１への復元、「30人以下学級」など
教育予算確保・拡充と就学保障の実現に
向けた意見書」の提出を求める陳情　他

3 (152)
9:30～11:03

常 任�
委 員 会

総務�
経済

第８回
9月14日

0:02 1:32
１．�芽室町農村滞在型余暇活動機能整備計画

の策定について
２．新東工業団地開発について

2 (114)13:30～14:34

第９回
9月26日

0:00 0:04 １．�陳情第２号「軽油引取税の課税免除特例措置
の継続を求める意見書」の提出を求める陳情 2 (152)

11:15～11:19

厚生�
文教

第７回

9月1日

0:00 0:03

１．�陳情第１号　「義務教育費国庫負担制度
堅持・負担率２分の１への復元、「30人
以下学級」など教育予算確保・拡充と就
学保障の実現に向けた意見書」の提出を
求める陳情

1 (181)11:40～11:43

第８回

9月6日

0:13 0:49

１．�陳情第１号　「義務教育費国庫負担制度
堅持・負担率２分の１への復元、「30人
以下学級」など教育予算確保・拡充と就
学保障の実現に向けた意見書」の提出を
求める陳情

２．新型コロナワクチン接種について

1 28�1:30～14:32

第９回
9月20日

0:00 0:08 １．先進地事務調査について 0 (5)9:30～9:38

第10回
9月26日

0:01 0:33 １．�第９期芽室町高齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画の策定について 1 (152)

11:30～12:04

議 会 運 営 委 員 会

第10回
9月5日

0:06 0:12
１．�令和５年芽室町議会定例会９月定例会

議の運営について
２．９月定例会議における一般質問について　他

0 (133)
13:30～13:48

第11回
9月20日

0:01 0:19
１．�令和５年芽室町議会定例会９月定例会

議の運営について
２．一般質問の通告方法の改正について（案）

1 (5)10:50～11:10

予算決算特別委員会

第６回
9月1日

0:01 0:39 ・�令和５年度各会計補正予算の審査につい
て 3 (181)

10:40～11:20

第７回

9月11日

2:03 3:21
決算審査�
・財政分析等の説明及び質疑�
・�５特別会計、３事業会計、一般会計（議会費、
総務費）

0 228�9:30～14:54

9月12日
2:44 3:54 決算審査�

・一般会計（総務費～商工費） 1 456�
9:30～16:08
9月13日

2:00 2:36
決算審査�
・一般会計（土木費～公債費）�
・歳入全般

0 286�9:30～14:06

9月14日
0:00 0:13 決算審査�

・全会計一括討論・全会計一括採決 0 (114)
9:30～9:43

第８回
9月21日

0:03 1:10 ・�令和５年度一般会計補正予算の審査につ
いて 15 (112)

9:36～10:49

第９回
9月26日

0:00 0:18 ・令和５年度各会計補正予算の審査について ３ (152)
10:18～10:36

新嵐山スカイパーク
経 営 改 革 調 査
特 別 委 員 会

第４回
9月5日

0:05 2:56 １．新嵐山スカイパークの今後について 2 (133)
9:30～12:31

合計 41:31 14:56 26:35 計68 平均156.2
ネット中継アクセス数　　（　） 同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示
 　　　　　　　　　　　　　※インターネット中継を実施しなかった会議

HOT 
VOICE

？ ？

？
議会ホットボイス
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次
の
ペ
ー
ジ
は「
定
例
会
議
」「
補「
編
集
後
記
」

次
の
ペ
ー
ジ
は「
議
員
賛
否
」「
意
見
書
提
出
」「
表
紙
の
写
真
」「
お
詫
び
と
訂
正
」「
編
集
後
記
」

新
嵐
山
支
援
の
議
会
否
決
、な
ぜ
？

お
答
え
し
ま
す

　私のおともだちは、嵐山山荘で働いています。休み
の日も一生懸命働いています。でも、先生がたが嵐山
をつぶして、給料もとりあげると聞きました。新聞も
見ました。どうしてそんなことをするんですか。芽室
はとうきび日本一で儲かってるんじゃ。何でお金がな
いんです？お金がないなら、先生かたのお給料から出
したらいいんじゃない？おともだちが何か悪いことし
ましたか。むごすぎです。� （無記名）

　９月21日に行われた一般会計補正予算に関する審議
について。
　新嵐山スカイパークの運営会社への支援金が否決さ
れましたが、これは芽室町にとって非常に由々しき事
態だと感じました。中継を見ても、反対した議員たち
11名は会社の数字というものや運営会社の倒産による
芽室町のリスクを何一つ理解できていないようで、話
が全く的外れで悲しくなりました。議員の皆さんは何
のために議員をやっているのでしょう？この町の未来
のためではないのでしょうか？足を引っ張り合い、誰
かに責任を押し付けるためなのでしょうか？新嵐山ス
カイパークは、コロナ禍にも関わらず、この数年で大
きく変わったと感じています。以前はどこか辛気臭く、
わざわざ、道外から来た知人を連れていくなんてこと
はしませんでしたが、今は子供たちの楽しそうな声が
響き渡り、ワンちゃん連れの方達が笑顔で談笑される、
大変心地よい空間になり、知人が来た際には展望台も
兼ねて連れて行きたい場所になっています。会社の経
営状況については、これまでも町へ報告がなされ、そ
れを議会で承認してきていたのだと理解していましたが、
９月21日の審議を見る限りでは、議員の方々はそれを
なかったことにして会社が悪い、町長が悪いと、都合
のいい意見を押し付けているように感じました。やはり、
議員の方々は「町民のため」ではなく「一部の自分を支持
してくれている町民のため」に活動されているのでしょ
うか？既得権益のため？甘い汁が吸える？某自民党が
行っているこの国の政治の縮図、典型的なムラ社会そ
のものに思えて、悲しい気持ちでいっぱいです。どうか、
この町の子供たちが、10年後も20年後も笑顔で「芽室
町が大好きだ。」と言えるまちづくりを進めていただき
たいです。芽室町の未来のために、手島町長による英
断に期待しています。議員からの回答も、ぜひ、こち
らのページで掲載をお願いします。� （40代・男性）

　今回新聞の記事を拝見しました。芽室町議会
は新嵐山への支援をしないということで否決さ
れたということですが、コロナも終わり、これ
から色々なことができる可能性がある中、議会
で否決され、それで終わりというのがとても町
民として悲しいです。従業員の生活、取引先、
これからの芽室町の子供たちの教育の場を考えて、
どうにか存続の道を進んでほしかった。議員の方々
はただ否決をして、解決案があるわけでもない。
芽室町としてワークショップなど色々な案を考
えている中でとても残念で仕方ない。
� （30代・女性）

　このように行政へ意見を送ることが初めてな
のですが、スカイパークの営業停止を阻止して
頂きたいです。既に可決されているから仕方な
いというのが町議の判断だとは思いますが、あ
まりにも急過ぎて私たち利用者はもちろんイベ
ント主催者や参加・出店予定の方々がとても混
乱しております。私たち利用者はスカイパーク
スタッフの方々の努力をずっと見続けてきてお
り安心して楽しませて頂きました。町外はもち
ろん道外からもスカイパークを目当てに来る方
もおり、芽室町にはなくてはならない施設です。
鹿追町の然別湖のようにクラウドファンディン
グで成功している施設もある中、即刻営業停止
するような芽室町議会に失望しており芽室町の
イメージダウンに繋がっていると確信致します。
　どうか運営を続けられるよう覆すことはでき
ないのでしょうか？
　スカイパークの価値をもう一度考察し考え直
して頂きたいです。また、強制営業停止後に施
設は再構築させるのかなど今後どのようにして
いくのかもお聞かせ頂きたいです。

　「めむろ新嵐山株式会社（以下「運営会社」という。）」
への支援金否決について、様々な御意見をお寄せい
ただき、議会としては、その声を真摯に受け止め、
速やかに全議員が共有したことを、まず最初にお知
らせいたします。
　御指摘の９月議会における運営会社に対する追加
支援金5,200万円の可否については、７月上旬に、
町から運営会社の経営が危機的状況であるとの説明
を受け、この会社との契約は清算に向けて取り進め
る旨の提示があったことを機に、議会として調査を
始めたものです。
　議会では、町が変更しようとする経営方針を詳し
く確認・調査するために「新嵐山スカイパーク経営
改革調査特別委員会」を速やかに設置し、これまで
の約２か月にわたり、町に対して実態の確認や今後
の経営見通し等の説明を求め、精力的に審査と調査
を重ねてきました。
　その結果、先の９月議会（９月21日本会議）におい
て、議会としては、現在の新嵐山を運営する会社へ
の資金投資は、今後の見通しを踏まえたとしても経
営状況の著しい悪化は回避できず、これ以上、町の
貴重な予算を投じる追加支援は見極めるべきとの意

思となり、賛成少数（賛成４・反対１１）で否決とな
ったものと捉えております。
　ただ、決して、今回の否決が議会として、新嵐山
スカイパーク（以下「スカイパーク」という。）の運営
に係る最終的な責任とは考えておらず、スカイパー
クは、この町の、また、町民の貴重な財産であり、
守り引き継ぐべきものとの認識から、速やかに次の
段階の検討に向けて、町と連携しながら取り組んで
いく考えです。
　スカイパークの運営及び改革については、長年に
わたり、議会は数々の議決をし、併せて指摘、チェ
ックをしながら、町と共に歩み進んできた責任は当
然自覚しているところであります。
　紙面に限りがあり、お答えし尽せない部分もあり
ますが、今回の否決という結果のみに視点を絞るこ
となく、これまでの議会の調査研究の経過についても、
議会ホームページや議会だより等もご覧いただき、
一定の御理解を賜りますとともに、今後も正確でタ
イムリーな情報公開に努めてまいりますので、忌憚
のない御意見をお寄せくださいますようお願い致し
ます。
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結
果

議　
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日

議案 令和５年度芽室町一般会計補正
予算�（第７号） × × × × ○ × ○ ○ × × × × ○ × × - 否決 9/21

認定 令和４年度芽室町国民健康保険
特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ 遅 × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 認定

9/26認定 令和４年度芽室町後期高齢者医
療特別会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ 遅 × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 認定

認定 令和４年度芽室町介護保険特別
会計決算認定の件 ○ ○ ○ ○ ○ 遅 × × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ - 認定
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スマートフォンサイト友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitter アカウント
@memuro_gikai
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随時
更新中

団体や多数で傍聴を希望される方は、資料準備のため事前に議会事
務局までご連絡ください。（0155-62-9731）

議会傍聴で
芽室の未来が

見える！

インターネット中継は
コチラから視聴できます。

（過去の録画もあります）

コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
同
時
流
行

の
兆
し
が
あ
り
ま
す
。

改
め
て
感
染
予
防
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
長
き
に
わ
た
り
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
秋
の
到
来
、
９
月
定
例

会
議
が
終
了
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
「
決

算
審
査
」「
一
般
質
問
」、
１
番
は
「
め

む
ろ
新
嵐
山
（
株
）
へ
の
補
正
予
算
」

と
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
緊
張
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
町

民
の
暮
ら
し
、
安
全
、
生
き
が
い
な
ど
、

貴
重
な
財
源
を
守
り
、
創
作
し
て
い
く

と
い
う
使
命
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。木村淳彦

審議した議案と各議員の賛否 ９月定例会議

○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　　欠 … 欠席、　遅 … 遅参　※全員賛成の議案は、掲載していません。○ … 賛成、　× … 反対、　－ … 議長のため採決には加わりません　　欠 … 欠席、　遅 … 遅参　※全員賛成の議案は、掲載していません。

国国にに３件３件のの意見書意見書をを提出提出
「ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書」

「国土強靱化に資する社会資本整備等に関する意見書」

「義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、
「30人以下学級」など教育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書」

意見書の
全文は

コチラから

【お詫びと訂正】
　令和５年９月１２日発行の議会だより№ .253の本誌
Ｐ３にて、誤りがありました。
　正しくは次のとおりです。
（別表３）追加支援（補助金）の内訳

　　　　　　　　（誤）　　　（正）
　　　　　　　　Ｒ４　⇒　Ｒ２
　　　　　　　　Ｒ５　⇒　Ｒ３

菊池秀明

■
気
温
も
下
が
り
、
朝
は
寒
さ
を
感
じ

る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

9
月
定
例
会
議
に
お
い
て
は
、
私
に
と

っ
て
初
め
て
の
決
算
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

討
論
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
充
実
し
た
月

で
し
た
。
引
き
続
き

し
っ
か
り
準
備
を
し

て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

て
、
日
本
一
の
芽
室

産
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
野

菜
を
食
べ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
今
年

の
夏
は
異
常
な
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。

９
月
中
旬
に
入
り
、
い
つ
も
の
気
候
に

戻
り
、
い
よ
い
よ
収
穫
の
秋
で
す
。
豊

作
で
実
り
の
有
る
収
穫
を
願
い
、
そ
し橋本和仁

12

表
紙
写
真

　

９
月
１
日
に
行
わ
れ
た
芽
室
神

社
の
お
祭
り
で
の
ひ
と
コ
マ
。

�

志
鷹(

し
お
う)

君　

1
歳


